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	当会社の株式に関する取扱い及び手数料は、法令又は本定款のほか、取締役会において定める株式取扱規程による。


	第３章  株主総会
	第12条 （定時株主総会の招集）
	第13条 （定時株主総会の基準日）
	第14条 （招集権者及び議長）
	1. 株主総会は、代表取締役がこれを招集し、議長となる。
	2. 代表取締役に事故があるときは、取締役会においてあらかじめ定めた順序に従い、他の取締役が株主総会を招集し、議長となる。
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